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（届出概要説明資料） 

 

 

審議案件に関する概要 
 

 

令和７年１０月２０日 第５部会提出 

 

 

 

届出条項 大規模小売店舗立地法第５条第１項（新設） 

届 出 日  令和７年２月 28日 

担当部署  オホーツク総合振興局産業振興部商工労働観光課 

  

１．届出者  

氏名又は名称及び代表者の氏名 住        所 

株式会社ツルハ 

代表取締役 八幡 政浩 
札幌市東区北 24条東 20丁目１番 21号 

  

２．届出事項  

(1)店舗名及び所在地 （仮称）ツルハドラッグ遠軽店 

 紋別郡遠軽町大通北７丁目１－１ ほか 

(2)小売業者名、代表者名及び住所 株式会社ツルハ 代表取締役 八幡 政浩 

 札幌市東区北 24条東 20丁目１番 21号 

(3)新設日 令和７年 10月 29日 

(4)店舗面積の合計           1,224㎡ 

(5)施設の配置 駐車場の収容台数         46台 

 駐輪場の収容台数        10台 

 荷さばき施設の面積        42㎡ 

 廃棄物保管施設の容量         ９㎥ 

(6)施設の 開店時間・閉店時間 午前７時 00分 ～ 午後９時 50分 

運営方法 駐車場の利用時間帯  午前６時 30分 ～ 午後 10時 00分 

 
駐車場の出入口数 ２箇所（出入口２箇所） 

  

 荷さばき時間帯  午前６時 00分 ～ 午後 10時 00分 
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３．審査事項   

(1)駐車場整 指針必要駐車台数の整備 必要駐車台数  46台 ≦ 設置台数 46台 

備等への 従業員駐車場等の整備 
 敷地内に従業員用として 11台分を整備、冬季は

雪堆積場所と併用する 

配慮 駐輪場（自動二輪車を  10台 

 含む）の整備  

 来客車両等の入出庫方法 
 平面自走式 入出庫管理ゲート及び 

オペレーターなし 

 搬入車両等の誘導 
搬入車両の計画的運用及び配送センターの活用

により搬入回数の削減に配慮する 

 歩行者の安全対策 

駐車場の出入口は、見通しの良い位置に設け、

ドライバーの視距を確保し、歩行者や自転車の安

全確保に配慮する。 

駐車場の各出入口に「一旦停止」等の路面標示

や看板を設置し、歩行者や自転車の安全確保、交

通安全対策に配慮する。 

 交通整理員の配置 

 開店時及び販売促進催事等により混雑が想定さ

れる日に配置し、円滑な交通誘導と安全対策に努

める。 

配置場所は、時間帯や混雑状況に応じて臨機に

対応する。 

 除排雪による堆積方法 

 除排雪業者と契約し、降雪 10cm以上で出動、開

店前までに除雪を完了させる。 

 堆積場の雪は、適宜排雪し、駐車台数の確保に

努める。 

また、公道に堆積した雪で、出入口付近の見通

しの悪化等、交通安全上の問題が発生した場合は、

その排雪にも努める。 

(2)騒音発生 昼間の等価騒音ﾚﾍﾞﾙの予 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価 

への配慮 測結果 １ 60㏈ 42㏈ ○ 

  ２ 60㏈ 35㏈ ○ 

  ３ 55㏈ 50㏈ ○ 

  ４ 55㏈ 45㏈ ○ 

  ５ 55㏈ 45㏈ ○ 

 夜間の等価騒音ﾚﾍﾞﾙの予 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価 

 測結果 １ 50㏈ 35㏈ ○ 

  ２ 50㏈ 30㏈ ○ 

  ３ 45㏈ 37㏈ ○ 

  ４ 45㏈ 38㏈ ○ 

  ５ 45㏈ 39㏈ ○ 
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 夜間の音源 予測地点 音源の種類 規制基準値 予測結果 評 価 

 毎騒音ﾚﾍﾞﾙ a1 冷凍機① 40㏈ 44㏈ △ 

 最大値の予 A2 排気③ 40㏈ 69㏈ △ 

 測結果 A2 排気④ 40㏈ 69㏈ △ 

  A2 排気⑤ 40㏈ 69㏈ △ 

   a1’ 冷凍機① 40㏈ 35㏈ ○ 

   A2’ 排気③ 40㏈ 36㏈ ○ 

   A2’ 排気④ 40㏈ 36㏈ ○ 

   A2’ 排気⑤ 40㏈ 36㏈ ○ 

 騒音問題の一般的対策 

店舗従業員や取引先業者に対して、店舗周辺及

び駐車場内走行時の安全確認や低速走行及びアイ

ドリング停止等を行うよう指導する。 

来店客にアイドリング停止の呼びかけをする看

板を駐車場内に設置し、騒音の軽減に配慮する。 

豪雪時など安全が優先される以外の通常の除排

雪作業は、夜間（午後 10時から午前６時まで）は

行わない。 

 荷さばき作業等の対策 

計画的な搬入を行うことにより搬入出車両の台

数を減少させ、騒音の軽減に配慮する。 

搬入業者にアイドリング停止を徹底させる。 

 付帯設備・施設等の対策 
室外機は低騒音型の機種を選び、住宅から離れ

た位置に設置することで騒音の軽減に配慮する。 

 青少年等の蝟集等の対策 
営業終了後は駐車場出入口をチェーンで閉鎖

し、青少年の蝟集による騒音防止対策を講じる。 

 その他の対応方策 

生活環境問題を発生させるおそれがある場合、

かかる問題についても適正な対応策を講じる。 

住民から苦情が発生した場合は小売店舗の責任

者が迅速に対応を図る。 

   

(3)廃棄物等 指針容量の整備 指針容量 5.660㎥ ≦ 設置容量  8.550㎥ 

への配慮 保管場所の位置、構造等 
保管施設は室内密閉型とし、廃棄物の飛散を防

止する。 

 運搬・処理対策 

法や条例に基づき適切に運搬・処理を行う。 

廃棄物の分別を徹底し、運搬時の引き取り作業

の迅速化を図る。 

 減量化、リサイクル等 
古紙、段ボール発泡スチロール等のリサイクル

を徹底、廃棄物の分別処理を徹底する。 

 調理臭、悪臭の飛散防止 

当該施設では調理を行わないため調理臭は発生

しない。 

在庫管理を徹底し、食品ロスが発生しないよう

努めるとともに、食品の廃棄が出て生ごみが発生

した場合は、室内で蓋つきの容器に一時保管し悪

臭の飛散防止に配慮する。 
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 その他の対応方策 
生活環境問題を発生させる恐れがある場合は、

小売店舗の設置者が適正な対応策を講じる。 

(4)街並みづくり等への配慮 

屋内照明や広告塔照明は、その光により地域の

住民等に悪影響を与える「光害」を生じることが

ないよう、照明は駐車場敷地内を照らし、明るさ

は 10ルクス程度に抑え、営業時間終了後に消灯し

周辺への影響に配慮する。 

当該店舗が立地する地域において街並みづくり

が行われる場合、取組みを阻害することのないよ

う調和を図る。 

(5)防災対策への配慮 

地方公共団体から災害時における避難場所とし

て駐車場等敷地の一部の使用、あるいは店舗で取

り扱っている物資の緊急時における提供等の要請

があった場合は、必要な協力を行う。 

(6)防犯対策への配慮 

閉店後は、建物機械警備の作動及び施錠を徹底

して防犯を図る。 

自治会の防犯活動などについて適切な協力を行

う。 

所轄警察署との連携を図り、管理者が責任を持

って緊急時の対応を行う。 

(7)関係行政機関との協議状況  

 公安委員会（警察）  

 

 

北海道北見方面 

遠軽警察署交通課 

令和６年 12月 18日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

遠軽警察署 

（１）出入口②に関して、横断歩道から５ｍ以上

離れており、基準的には問題ないが、停止線

が近くにあるので、出庫時に滞留することが

懸念される。できるだけ出入口②の位置を出

入口①側に寄せるのが好ましい。 

（２）国道が通学路に指定されている場合は注意

喚起表示をすること。 

協議対応者 

一旦持ち帰って設計担当に伝達する。 

 

令和７年２月 10日 

 前回の協議内容（１）に係る検討結果を電話で

説明。 

協議対応者 

出入口②の位置を停止線から５.６ｍ離した位

置に変更する。 

遠軽警察署 

承知した。 

 

北海道警察本部 

交通部交通規制課 

令和７年２月 13日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

交通規制課 

（１）通学路に指定されている場合は注意喚起表

示をすること。また、出入口①には右折入庫

を抑制する表示、出入口②には左折出庫を促
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す表示をして国道の混雑を緩和すること。 

（２）オープン時には混雑が予想されるので交通

整理員を配置すること。 

（３）各出入口から出庫時にバス停にバスが停車

していると視界が遮られるので、出入口周辺

は計画的に除排雪をして見通しを確保するこ

と。 

協議対応者 

承知した。 

 地元市町村  

  

遠軽町役場 

経済部 

商工観光課 

 

令和６年 12月 18日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

商工労働課 

指摘事項なし 

遠軽町教育委員会 令和６年 12月 18日 

届出書案を提出し通学路に該当するか確認。 

教育委員会 

 遠軽東小学校と遠軽中学校の通学路に該当す

る。 

協議対応者 

承知した。 

 道路管理者  

  

北海道開発局 

網走開発建設部 

遠軽開発事務所 

総務課 

令和６年４月 23日 

届出書案を提出し計画概要を説明。 

遠軽開発事務所総務課 

 出入口は原則として１箇所しか認められない

が、公共施設や大規模店舗など車両出入りの頻度

が多いところでは２箇所認める余地がある。 

 但し、両箇所とも低下部６.４ｍにする必要性は

ないのではないか。 

協議対応者 

一旦持ち帰って設計担当に伝達する。 

 

令和７年１月８日 

 前回の協議内容について再度説明。 

協議対応者 

 除雪車等の大型車両の出入りがあるので、両箇

所とも低下部６.４ｍにする必要がある。 

遠軽開発事務所総務課 

必要性について検討する。 

 

令和７年１月 24日 

 前回の協議内容について開発局から回答 

遠軽開発事務所総務課 

除雪車等の大型車両の出入りを考慮しても、広

い方から入って出ていけば問題ないのではない

か。 

協議対応者 
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 検討し後日回答する。 

 

令和７年１月 29日 

 前回の協議内容について協議対応者から回答 

協議対応者 

 車道から店舗敷地内入口までの間の除排雪をす

るためには両箇所での除雪車の出入りが必要とな

る。 

遠軽開発事務所総務課 

 低下部６.４ｍの出入口を２箇所認める余地は

あるので、工事業者が決まったら改めて協議のう

え、正式な手続きである道路法 24条に基づく申請

を行うこと。 

協議対応者 

承知した。 

   

４．市町村、住民等の意見  

(1)市町村の意見 

（令和７年７月 14日付けで遠軽町から提出、17日に告示済） 

 

〈市町村から聴取した意見の概要〉 

(1) 町道（北７丁目通・北８丁目通）は、付近に小中学校があり通学路

となっている、かつ、道路幅が狭く歩道がないため、店舗建設工事

車両や商品搬出入車両の登下校時間の運行を避ける、または、交通

整理員を配置するなどして安全確保を図っていただきたい。 

(2) 歩行者の安全確保のため、来客者の車両出庫時の一時停止表示を明

確にしていただきたい。 

(3) 積雪により出入口①及び②以外の場所から来客者が出入りできる状

況となると危険なため、設定された案内経路に沿って実際に来店す

るよう効果的な対策を検討していただきたい。 

(4) 除排雪作業について、搬出入車両出入口と町道（北７丁目通）の交

差点隅に堆積しないよう心掛け、町道出入りの安全確保に努めてい

ただきたい。 

また、排雪作業時等の大型車両の出入りについて、十分な安全対策

を図っていただきたい。 

 

 

〈意見に対する設置者の対応等〉 

(1)小中学校の登下校時間帯には、工事車両及び商品搬出入車両の運行

を極力避けるよう、施工業者及び物流業者に対して指導いたしま

す。やむを得ず登下校時間帯に車両を運行する必要が生じた場合に

は、車両の徐行運転をするよう運転者に周知・指導し、周囲の安全

確認を十分に行うよう徹底いたします。工事期間中において、登下

校時間帯に工事車両の出入りが必要となる場合には、交通整理員を

配置し、児童・生徒の通行を優先した安全誘導を行います。通常営

業時における商品搬出入車両の出入りについては、登下校時間帯に

運行する可能性がある場合でも 1 台程度であることから、交通整理

員の配置は予定しておりませんが、周囲の安全確認を十分に行うよ

う徹底いたします。  

(2)店舗敷地から公道への各出入口において、「一時停止」表示を設置
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し、来客車両の運転者に対して出庫時の安全確認を促します。表示

は、路面へのペイント及び看板の両方を併用することで、昼夜問わ

ず認識しやすいものといたします。  

(3)積雪時には、各出入口の通行が可能となるよう、定期的な除排雪作

業を実施し、安全な出入りの空間を確保いたします。併せて、各出

入口に駐車場誘導の看板を設置し、来客者が誤って他の場所から出

入りすることのないよう配慮いたします。また、出入口以外の駐車

場の境界にはポストコーンとチェーンを設置し、来客者の誤進入を

防止いたします。  

(4)搬出入車両出入口と町道（北７丁目通）の交差点隅に雪を堆積する

ことはありません。積雪時は都度排雪するように努めますが、一時

的に堆積する場合は、視界の確保と歩行者・車両の通行安全の妨げ

にならないよう、店舗裏の敷地内に堆積いたします。また、除排雪

作業時は周囲の安全確認を十分に行うよう徹底いたします。 

  

(2)住民等の意見 意見なし 

   

５．道（オホーツク総合振興局連絡調整会議）の意見案 

意見なし 

（市町村意見に係る縦覧期間（7月 17日(木)～8月 18日(月)まで）終了後、 

 書面により開催。9月 5日決定。） 

 

 

 


